











Result of Dental Examination in Shihchiachuang City China

























































































3才 4才 5才 6才 合計
男 29 99 153 53 334
女 26 81 118 41 266















































反対咬合 1 4 10 3 18 1 8 10 4 23 41（6．8） （49．4）
叢生 3 5 6 5 19 4 5 6 2 17 36（6．0） （43．4）
開　咬 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1（0．2） （1．2）
上顎前突 1 1 1 0 3 1 1 1 0 3 6（1．0） （7．2）

























癒合歯 1（2） 4（5） 8（9） 2（3） 15㈹ 3（3） 1ω 7⑦ 4（5｝ 15（16） 30（35）
先天性欠如歯 3（3） 1（1） 5（6） 0 8（9） 2（2） 3（3） 4（4） 0 9（9） 17（18）
形式不全 0 1 2 0 3 0 0 2 0 2 5
形態異常 0 1（1） 1（1） 0 2（2） 0 0 0 0 0 2（2）
沈着 0 2 2 2 6 0 1 3 2 6 12
その他 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1
歯肉炎 6 9 20 5 40 2 9 8 6 25 65
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表4：顧蝕罹患状況（石家荘）乳歯
3才児 4才児 5才児 6才児 合　計
被検者数
i人）
55 180 271 94 600
罹患者数
i人）
43 145 229 87 504
罹患者率
i％）
78．2 80．6 84．5 92．6 84．0
現在歯数
i本）
1，090 3，591 5，336 1，291 11，308
罹患歯数
i本）
277 1，109 1，570 645 3，561
罹患歯率
i％）
25．4 30．9 29．4 50．0 31．5
一人平均踊
武煤i本）
































































































































































健全歯数 813（74．6） 2，476（69．0） 3，748（67．0） 631（48．9） 7，668（67．8）
処置歯数 0（0．0） 6（0．2） 18（0．3） 15（1．2） 39（0．3）












健全歯数 3，155（80．3） 3，202（70。3） 2，573（61．2） 2，092（54．1） 11，022（66．5）
処置歯数 114（2．9） 318（7．0） 627（14．9） 774（20．0） 1，833（11．1）









































不正咬合 932人 1，374人 167人 1，㎜人 600人
反対咬合 3L8 29．7 20．6 27．7 49．4
叢生 4．5 ／ 14．7 5．4 43．4
開咬 15．3 ／ ／ 11．7 1．2






































































































3才児 4才児 5才児 6才児 合　計
被検者数（人） 198 229 2］8 231 876
罹患者数（人） 132 191 196 209 728
罹患者率（％） 66．7 83．4 89．9 90．5 83．1
現在歯数（本） 3，930 4，551 4，204 3，870 16，555
罹患歯数（本） 775 L349 1，631 1，778 5，533
罹患歯率（％） 19．7 29．6 38．8 45．9 33．4
一人平均麟
武煤i本）













































































3才 4才 5才 6才 合　計
日　　　本
114／775
P4．7％
318／1，349
Q3．6％
627／1631
R8．4％
774／1，778
S3．5％
1，833／5，533
@33．1％
石家荘市
0／277
O．0％
6／1，115
O．3％
18／1，588
P．1％
15／660
Q．3％
39／3，600
P．1％
松本歯学　17（3）1991
であることから，河北省では条件のよい方に入る
ものと思われるが，乳歯の治療は大部分が痛みを
取り除くことを中心とした応急処置を主な処置と
しているとのことであった．現在，中国の医療資
源力の国民に提供できるサービスは非常に限ら
れ，国民の需要に対して供給との間に大きなへだ
たりが生じており，WHOの提唱する「2000年まで
にすべての人々が保健衛生を享受できる」という
目標を達成するために人口比1～2万人を目標に
人材養成を積極的に進めている．しかし開放政策
を押し進め，徐々にではあるが経済発達がもたら
され，国民生活のレベルも多様化しつつある現在，
口腔疾患の予防，あるいは切実な要求に対応しき
れない現状がある．今後，より一層の日中歯科医
学会との実践的かつ学術的な交流，あるいは相互
に語り合える環境創りを行うことが重要であり，
世界の人々が平和な社会の中で健やかな生活を営
むための「場」をもたらす活動であろうと思われる．
結 論
　著者らは石家荘市の3歳から6歳までの幼稚園
児600名を対象に口腔検診を行い，日本での調査と
比較検討を行い以下の結論を得た．
　1．不正咬合の発現頻度は13．8％であり，中日
間に差はみられず，また歯牙異常についても差は
みられなかった．
　2．歯肉炎罹患者率は10．0％であり，日本での
罹患者率40％から70％に比較して著しく低い罹患
であった．
　3．踊蝕罹患者率、一人平均踊歯数，罹患歯率
の比較では，とくに3歳児の罹患程度が石家荘市
では高く，日本の幼児に比べ踊蝕の初発時期が早
い傾向が認められた．
　4．鯖蝕の進行度別分類の比較では，日本の幼
児に比べ中等度の鶴蝕は多くみられるが，歯髄に
達する重度踊蝕は少なかった．また日本の踊蝕は
増齢的に増悪する傾向がみられるが，石家荘市の
幼児では日本に比べ増齢的増悪の傾向は少ない．
　5．石家荘市の幼児の踊蝕処置率は3歳児では
0％，4歳児0．2％，5歳児0．3％，6歳児1．2％で
あり，日本の幼児の処置率3歳児2．9％，4歳児
7．0％，5歳児14．9％，6歳児20．0％に比べ著しく
低い傾向がみられた．
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